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〈NEWS LETTER〉

HIBIYA OKUROJI Music Month 2026
5月3日(日) 「ラ・フォル・ジュルネ2026 エリアコンサート」
5月5日(火・祝）「MOS凱旋ライブ」
5月16日(土) ～ 5月17日(日) 「HIBIYA LIVE FESTIVAL」ジャズライブ
5月30日(土) ～ 5月31日(日) 「日比谷音楽祭2026」
5月14日（木）、15日（金）、21日（木）、22日（金）「OTOROJI street live」

日比谷OKUROJIでは、2026年5月のゴールデンウィークから月末にかけて多彩な音楽イベントを連続開催
いたします。5月3日の「ラ・フォル・ジュルネ2026 エリアコンサート」を皮切りに、5月5日の「MOS凱
旋ライブ」、5月16日・17日の「HIBIYA LIVE FESTIVAL」、そして5月30日・31日の「日比谷音楽祭
2026」ほかまで、ジャンルを横断した音楽プログラムが集結。クラシックからライブパフォーマンス、大
型フェスまで幅広いコンテンツを通じて、街全体に賑わいと回遊を生み出します。初夏の心地よい空気の中、
誰もが気軽に音楽に触れられる特別な1か月を創出します。
「ラ・フォル・ジュルネ2026 エリアコンサート」
■会 場: 日比谷OKUROJI H03前（岐阜トーキョー前） H11前（リトルギャング前）
■会 期: 2026年5月3日(日)

16:00～ H11前（リトルギャング前）※45分間程度
19:00～ H03前（岐阜トーキョー前）※45分間程度

■出 演: ピアノ／ヒビキpiano ヴァイオリン／MAiSA チェロ／福崎 茉莉子
■公式HP: https://www.lfj.jp/lfj_2026/

「MOS凱旋ライブ」
■会 場 : 日比谷OKUROJI H03前（岐阜トーキョー前）スペシャルライブ
■会 期 :2026年5月5日(火・祝) 

スペシャルライブ 17:00～
■出 演:MOS（Erna・Miyu・AMI・Lotta）

■公 式 H P : https://mos.bitfan.id/

「HIBIYA LIVE FESTIVAL2026」（ヒビヤライブフェスティバル）
■会 場 : 日比谷OKUROJI H11前（リトルギャング前）
■会 期 : 2026年5月16日(土)～5月17日(日) 

16日 16:00～21:00 17日 12:00～17:00
■主催企業:東京ミッドタウン日比谷、一般社団法人日比谷エリアマネジメント
■公 式 H P :https://www.hibiya.tokyo-midtown.com/hibiya-live-festival/

日比谷OKUROJI基本情報

【住所】東京都千代田区内幸町一丁目７番１号
日比谷駅・銀座駅・内幸町駅・有楽町駅・新橋駅の各駅から徒歩６分

【公式HP】https://www.jrtk.jp/hibiya-okuroji/
【公式インスタグラム】@hibiya_okuroji_official

「日比谷音楽祭2026」
■会 場 : 日比谷公園
■会 期 : 2026年5月30日(土)～5月31日(日) 
■主催企業:日比谷音楽祭実行委員会 / 一般社団法人日比谷音楽祭
■公 式 H P :https://hibiyamusicfes.jp/2026/



「ラ・フォル・ジュルネ2026 エリアコンサート」

【ラ・フォル・ジュルネとは】  ■会 期： 2026年5月3日(日)～2026年5月5日（火） 
 ラ・フォル・ジュルネは、1995年、フランス西部の港町ナントで誕生したクラシック音楽祭。「ラ・フォル・ジュル
ネ（熱狂の日）」のネーミングそのまま、ヨーロッパの数ある音楽祭の中で最もエキサイティングな展開を見せていま
す。毎年テーマとなる作曲家やジャンルを設定。コンベンションセンター「シテ・デ・コングレ」の9会場で、同時並行
的に約45分間のコンサートが朝から夜まで繰り広げられます。2005年からは東京国際フォーラムで開催。2008年には金
沢とブラジルのリオ・デ・ジャネイロ、2010年には新潟、びわ湖、ワルシャワ、2011年には鳥栖、2015年にはロシアの
エカテリンブルクで開催され、いずれも大成功を収め、クラシック音楽界にセンセーションを巻き起こしています。 

【ラ・フォル・ジュルネ エリアコンサート】 
日比谷OKUROJIはでは、ラ・フォル・ジュルネ2026に初参加！エリアコンサート会場として5月3日に2
公演行います。日比谷OKUROJIでは、ヒビキpianoさんを中心とした三重奏にて公演。日比谷OKUROJI
の素敵な空間と共に素敵な演奏をお楽しみください。 
 開催日時 2026年5月3日（日）  
      16:00～ 19:00～（各45分）入場無料でお楽しみいただけます。 
 開催箇所 日比谷OKUROJI H11前（16時公演）※15時から開催箇所にて整理券を配布します。 
      日比谷OKUROJI H03前（19時公演）※18時から開催箇所にて整理券を配布します。 

〈ピアノ三重奏〉
ピアノ／ヒビキpiano
6歳よりピアノを始め、洗足学園音楽大学在学中より多数のコンクール入賞を果たし、前田記念留
学生奨学金を受賞。フランスへ短期留学し研鑽を積む。卒業後は陸上自衛隊初の中央音楽隊専属
ピアニストに抜擢され、国家的行事や国賓・外賓の招待演奏に従事。東京芸術劇場、日本武道館
など全国各地で演奏活動を行う。YouTubeでは幅広いジャンルの演奏を発信し、登録者数26万人・
総再生回数1億7千万回を突破。CDリリースや楽譜出版のほか、オーチャードホールにて東京シ
ティ・フィルハーモニック管弦楽団とラフマニノフ『ピアノ協奏曲第2番』を共演、杉並公会堂に
て陸上自衛隊第1音楽隊と『ラプソディー・イン・ブルー』等共演。、現在は全国ワンマンツアー
を開催中。

チェロ／福崎茉莉子
桐朋学園大学音楽学部、同大学研究科修了。2021年7月より東京交響楽団チェロ奏者。これまでに
佐藤満、倉田澄子、銅銀久弥、現在はバロック音楽を島根朋史に師事。第66回全日本学生音楽コ
ンクール大学の部2位。桐朋学園大学音楽学部チェロアンサンブル・サイトウ奨学生。12年度ヤマ
ハ音楽支援制度・音楽活動支援対象者。サントリーホール室内楽アカデミー第2期生。第3回サン
トリーチェンバーミュージック・ガーデンにてカルミナ・クァルテットと共演。2019年NPO法人ト
リトン・アーツ・ネットワーク／第一生命ホール主催の若い演奏家のための弦楽セミナー受講生。
ソナーレ・アートオフィスより「梯剛之クァルテット・セレシア／ショパン：ピアノ協奏曲第1番、
第2番」、UNAMAS LABELより「ドヴォルザーク：弦楽五重奏2番」をリリース。

ヴァイオリン／MAiSA
2011年にブレッド国際音楽コンクールで第2位（最高位）を受賞するなど、国内外で様々な賞を受
賞。また埼玉中央フィルハーモニーオーケストラと、チャイコフスキー作曲『ヴァイオリン協奏
曲』を共演するなど、様々なコンサートにも多数出演。作曲・編曲家、サウンドデザイナーとし
ても活動。クラシックだけでなく、ロック・メタル等のジャンルでも音楽ユニットを自ら立ち上
げ数々のコンサートを開催・出演。また映像作品への楽曲提供なども行っており、好評を博して
いる。自身のYouTubeチャンネルでも精力的に活動中。2020年、JIMS RecordsよりJacob Kollerプロ
デュースのもと、CDデビュー。

〈出演者〉

日比谷OKUROJIオリジナル
レンガピアノで演奏します。

19:00からの
演奏会場
H03区画前

16:00からの
演奏会場
H11区画前

物販・サイン会会場
①16:45～17:45②19:45～20:45



「HIBIYA LIVE FESTIVAL2026」ジャズライブ

【HIBIYA LIVE FESTIVALとは】 ■会 期： 2026年5月16日(土)～2026年5月17日（日） 
 2018年から2025年まで、多様なシアターエンターテインメントや音楽ライブを誰もが気軽に体験できる都市型エン
ターテインメント・フェスティバルとして開催してきた「Hibiya Festival」、今年から「HIBIYA LIVE FESTIVAL」に名称
を変更して、開催内容もスケールアップします。 
メイン会場の日比谷ステップ広場に屋根付きの特設ステージを初めて設営して、客席エリアもオールスタンディングに変
更します。これによりパフォーマンスをより見やすく、より多くのお客様に「ライブ体験」を楽しんでいただけるように
なりました。日本を代表する劇場が集まる“日本のブロードウェイ”、そして、日比谷公会堂に代表される“音楽の街”とい
う日比谷の特性を表現する「演劇」と「音楽」という2つのコンテンツを軸にしながら、様々なジャンルのパフォーマン
スを提供します。 
日比谷OKUROJIでは、5月16日、17日に行われる「ジャズライブ」の会場として参加！ 
無料でお楽しみいただけますので、皆様のお越しをお待ちしております。 

「MOS凱旋ライブ」

【MOSが日比谷OKUROJIに凱旋】 
 2023年から日比谷OKUROJIの「OTOROJI street live」に出演していた「MOS」が凱旋ライブを行います。 
【MOSとは】 
 MOSは日本の4人組管楽器ガールズグループで、ブラス＆ダンスを融合した独自のパフォーマンスで世界に管楽器の魅  
 力を発信するアーティストです。MOSはブラスロック、パンク、メロディックハードコア、スカなど幅広いジャンル  
 を取り入れ、ライブハウスや全国、ツアーで精力的に活動しています 。 
 代表曲には「CLOVER」やアルバム「HAPPINESS IS」があり、ライブツアー「GET LUCKY TOUR」なども行っていま 
 す。SNSではTikTokやYouTubeでの演奏動画が話題となり、特に「ジョジョの奇妙な冒険」のBGM「il vento d‘oro」  
 の演奏は総再生回数500万回を超えています。 
 
 【活動実績】 
 ・東京パラリンピック閉会式でのパフォーマンス ・アメリカズ・ゴット・タレント（Season18）出演で審査員満票   
 「4Yes!」を獲得し、セミファイナル「AGT Live Shows」へ進出   
 ・SNS総フォロワー数は160万人を突破（2024年6月時点） 

【MOS凱旋ライブ開催概要】 
 開催日時 2026年5月5日（火・祝）  
      17:00～（30分程度）入場無料でお楽しみいただけます。 
 開催箇所 日比谷OKUROJI H03前 （岐阜トーキョー前） 

【HIBIYA LIVE FESTIVAL2026ジャズライブ開催概要】 
 開催日時 2026年5月16日（土） 16:00～21:00 2026年5月17日（日） 12:00～17:00  
      入場無料でお楽しみいただけます。 
 開催箇所 日比谷OKUROJI H11前 （ PUBLIC HOUSE Little GANG前） 
 出 演  中島有美(Vo) × 眞間麻美(P) Duo/榎本有希(Sax) × 瀬川千鶴(Gt)/TamiKiyo/ 
      柴田一輝(Key)、帆足昌太(Bs)、2人ぼっち/松下美月(Sax) × 吉田一成(Gt)Duo/Spicy &  
      Hot Sax Quartet/横濱良太郎(Tb)カルテット/冨永悟(Tb)×前田勇作(P)DUO/石脇サンタ 
      (Sax) × 田中亮輔(Gt) Duo/後藤天太(Sax) × 宮本憲(Gt) Duo  (予定） 
      ※詳細な出演者情報、タイムテーブルは特設WEBをご覧ください。 
       https://hibiya-festival.artistmerge.jp/#top 
 主 催  東京ミッドタウン日比谷、一般社団法人日比谷エリアマネジメント 
 助 成  アーツカウンシル東京【芸術文化魅力創出助成】  
 後 援  千代田区 

MOSライブ会場 HIBIYA LIVE FESTIVAL ジャズライブ



「日比谷音楽祭2026」

【日比谷音楽祭とは】
■会 期: 2026年5月30日（土）～5月31日(日)
日本の野外コンサートの歴史をつくってきた音楽の聖地「野音」
を擁する日比谷公園で、素晴らしい音楽が体験できる、誰もに開
かれた「フリーでボーダーレス」な音楽イベントです。親子孫３
世代、誰もが気持ちのよい空間と、トップアーティストのライブ
をはじめ、世代やジャンルや好みを超えたさまざまな質の高い音
楽体験を、無料で楽しめます。音楽の楽しみ方も音楽の届け方も、
もっと自由になっていいと日比谷音楽祭は考えています。音楽文
化がより豊かになり、音楽が人々の暮らしに自然に根をはり、
日々を豊かにする。そんな「音楽の新しい循環」をつくっていく
きっかけとなることを目指しています。

■日比谷OKUROJIのスポンサーブース出展
日比谷OKUROJIでは、日比谷音楽祭2026にて、協賛出店をいたします。「懐かしさは、もっとも静かな
感動である。」をコンセプトにノスタルジック × 上質×静かな体験を目指して「オリジナルコーヒー」の
販売を行います。是非お立ち寄りください。
【開催概要】
出店場所:日比谷公園
販売商品:オリジナルブレンドコーヒー

（OKUROJIコード） ＨＯＴ・ＩＣＥ（美鈴コーヒープロデュース）500円（税込）など
出店協力:株式会社共栄メディア
※日比谷OKUROJIで使える「特別クーポン券」の配布を行います。

【お問合せ】株式会社ジェイアール東日本都市開発
開発事業本部マーケティング・開発部 菊地 (masato-kikuchi@jrtk.co.jp)

「5月のOTOROJI street live」」

5月で250回を迎えたOTOROJI street liveの日程は下記の通り!

演奏日:2026年5月14日㈭ CHUN.
演奏日:2026年5月15日㈮ ハイダンシークドロシー
演奏日:2026年5月21日㈭ Cocochi-kit
演奏日:2026年5月22日㈮ LiCaCo

開催箇所 日比谷OKUROJI H03前 （岐阜トーキョー前）
観覧無料でお楽しみいただけます。

©日比谷音楽祭実行委員会 ©日比谷音楽祭実行委員会


